


総 説

す。
本県では、平成13（2001）年３月に三重県公

害防止条例を抜本改正し、「三重県生活環境の保
全に関する条例」を制定し、従来の公害規制に加
え、廃棄物対策や地球温暖化対策などへの取組を
強化するとともに、平成16（2004）年３月には、
三重県の健全な土壌・地下水環境を保全するた
め、土壌汚染に関する取組を新たに加えました。

このうち、特に産業廃棄物の処理については、
廃棄物処理法を補完し、適正な処理を推進するこ
とを目的に、新たな条例の制定に取り組みました。

（平成20（2008）年10月新条例制定）
自然環境の保全に関しては、平成15（2003）

年３月に「三重県自然環境保全条例」を改正し、
優れた自然環境の保全だけでなく、里地里山など
の身近な自然環境の保全や希少野生動植物種の保
護など、自然環境の保全に関する全般的な内容に
拡充しました。

また、森林の有する多面的機能の発揮や林業の
持続的発展などを基本理念とした「三重の森林づ
くり条例」を平成17（2005）年10月に制定し、
この条例の基本理念を踏まえ、平成18（2006）
年３月に「三重の森林づくり基本計画」を策定し
ました。

さらには、伊勢湾の環境基準の達成を目指し、
多様な生物が生息・生育する、人々が海と楽しく
安全にふれあえる、美しく健全で活力ある伊勢湾
の再生を目標として「伊勢湾再生行動計画」を平
成19（2007）年3月に策定しました。

これらの条例等を基本としながら、従来からの
環境施策に加え、新たな環境問題に対する取組を
一層進めていきます。

３環境政策の指針

(1) 三重県環境基本条例
三重県環境基本条例は、環境保全に関する基本

理念、県・事業者・県民の責務、県と市町との協
働、環境保全に関する施策の基本的な事項を定め
ることにより、県民の健康で文化的な生活の確保
と福祉に貢献することを目的として規定されてお
り、その基本理念は次の４項目です。

・良好な環境の確保と将来の世代への継承
・持続的発展が可能な社会の構築
・生態系の均衡の保持、やすらぎとうるおいの

ある快適な環境の確保

・国際的協調による地球環境の保全
(2) 三重県環境基本計画

三重県環境基本計画は、平成9（1997）年度
に三重県環境基本条例に基づき、環境の保全に関
する施策を総合的かつ計画的に推進するために策
定しましたが、策定後７年を経過し、地球温暖化
の対応が急務となっているなど、環境政策を進め
る上で、私たちを取り巻く状況は大きく変化して
いることから、これらに的確に対応するため、平
成16（2004）年６月に新たな基本計画を改定し
ました。

基本計画は、三重県が主体となって施策を展開
し、また、自らが率先して環境の保全に努めるこ
とを明らかにするとともに、各主体に期待される
役割と環境を保全するために実践すべき取組の方
向を明示しています。

計画の目標年度は、引き続き平成22（2010）
年度とし、環境基本条例の基本理念を受けて、次
の４項目の基本目標を定めています。

基本目標Ⅰ：環境への負荷が少ない資源循環型
社会の構築

基本目標Ⅱ：人と自然が共にある環境の保全
基本目標Ⅲ：やすらぎとうるおいのある快適な

環境の創造
基本目標Ⅳ：自主・協働による環境保全活動の

促進
また、この基本目標を達成するため、施策分野

ごとに数値目標を設けるとともに、施策の区分に
おける取組については、推進計画（アクションプ
ラン）を策定し、より具体的な方向とより的確な
進行管理を行います。

なお、平成19（2007）年度に策定された「県
民しあわせプラン・第二次戦略計画」と整合を図
り、平成22（2010）年度を目標年度とする新た
な推進計画（アクションプラン）を策定し、引き
続き、的確な進行管理を行うこととしています。
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